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資料-1 北広島市水道事業の概要 

1.1 北広島市の概要 

北広島市は、石狩平野のほぼ中央に位置しており、北西は道都札幌市に、北は江別市に、

東は千歳川を挟んで南幌町と長沼町に、南は恵庭市に接している、周囲約 52.5 km、総面

積118.54 km2の都市です。 

地形は、南西部にある島松山（標高

492.9 m）から、北東方面に標高 100 

m 前後の波状台地が広がり、波状台地

からの幾筋もの水の流れが河川となっ

て、千歳川などを経て、石狩川に合流

し、日本海へそそいでいます。札幌市

と新千歳空港の間に広がるなだらかな

丘陵地帯にあり、豊かに息づく緑の環

境、ゆとりの土地空間、整備された交

通網など自然と都市機能が調和した街

です。 

北広島市のまちづくりは、明治 16

年（1883年）に広島県人の和田郁次

郎が、一村落形成を目的として今の東

部地区に入地したことに始まります。

翌明治 17 年には、入植者が総数 25

戸（103 人）となり、明治 26 年

（1893 年）には合計 385 戸の村落

となりました。翌明治 27 年（1894

年）には、月寒村（現在の札幌市豊平

区月寒）から分村し、広島村戸長役場

が設置され、現在の北広島市の礎とな

りました。 

 

図 資料1.1.1 北広島市位置図 
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1.2 北広島市水道事業の歴史 

1.2.1 創設事業 

本市の水道は、現在の西の里地区にあります椴山（とどやま）地区に入植した開拓者によ

り築かれたのが始まりで、水源確保の歴史でもあります。 

本市西の里・椴山地区は、市内にあって最も地下水に恵まれない地区であり、開拓入植者

は、日々の生活飲料水はもとより、畑作灌漑用水にも事欠くことが続き、自ら水源の確保を

図るべく「西の里簡易水道設置組合」を設立し、生活飲料水の確保と農業経営安定のため努

力を重ねました。その後、「広島村開拓農業協同組合」が主体となり、昭和 31年に深井戸の

ボーリングを完了し、椴山の開拓入植者たちの骨身惜しまぬ労力提供があって水道管が布設

され、昭和 32年（人口 7,711人）「西の里開拓専用水道」が誕生、これが本市の水道の発

祥です。この専用水道は、口径 250 ㎜のパ

イプと水中モーターポンプを使用して、一昼

夜の揚水量 260 ㎥規模を誇るものでした。 

その後、西の里開拓専用水道の施設維持費

の負担問題と、本市東部地区における赤痢・

猩紅熱などの伝染病等の多発により上水道設

置要望の声が高まり、西の里開拓専用水道の

地下水源を利用して東部地区へ給水するため

昭和 38 年 6 月 14 日（人口 7,695 人）広

島村簡易水道事業の創設が認可されました。

同年、深井戸の揚水能カアップのため、ポン

プを増補、送水管 1,715 m、配水管9,307 

m、浄水池 1池、配水池 2池等が11月まで

に完成しました。 

これにより 12 月には、西の里・椴山地区

及び東部市街地を含め、1,613 人に給水を開

始し本格的な水道事業が開始されました。 

 

創設時の概要 

事業の種別 簡易水道事業 給水区域内人口 3,240人 

給水人口 1,613人 

布設認可年月 昭和 38年6月 普及率 49.8 ％ 

給水開始年月 昭和 38年12月 １日最大給水量 480 ㎥ 

職員数 3人 年間給水量 61,045 ㎥ 

 

 

水道発祥の地碑 
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1.2.2 第 1 期拡張事業 

昭和 40 年代半ばには、延面積 440ha、計画人口 31,000 人(その後 27,000人に変更

される。）の道営北広島団地造成が決定したことにより、純農村から近代都市へと町の姿が一

新して、上下水道等の環境整備が緊急課題となりました。昭和48年度までの4か年計画で、

送水管 3,800m、配水管71,131m、浄水池・配水池の築造を行うとともに、水道事業体と

しての近代化を図るため、地方公営企業法の適用事業として認可を受け、第 1期拡張事業が

実施されました。 

また、昭和 47 年度には西の里開拓専用水道を簡易水道事業体として取り扱うため、事業

認可を受けました。 

第１期拡張事業の概要 

事業の種別 水道事業 計画給水人口 14,000人 

認可年月日 昭和45年 8月 １日 １日最大給水量 4,355㎥ 

期 間 昭和45年 8 月20日 

～ 

昭和49年 3 月31日 

１日平均給水量 3,048㎥ 

備 考 

西の里簡易水道事業認可 

水源の種別 地下水（深井戸） 〔47.12.1（衛施第 89号）〕 

 

緑陽配水池 

配水池容量：3,490m3 

（昭和48年度建設） 

 

輝美配水池 

配水池容量：2,280m3 

（昭和47年度建設） 
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1.2.3 第 2 期拡張事業 

第 1期拡張事業後、大規模団地開発に伴い、人口の急増、下水道施設の普及などにより水

需要は増え、従来の深井戸での給水が限界に達し始め、その対応は、市単独で行うことが非

常に困難になってきました。このため、将来にわたる豊かな水を確保するため、北海道開発

局が建設を進めていた漁川ダムに水道水利を確保し、水道水源の広域的有効活用と水道施設

への重複投資を避け、水道事業の効率的な管理運営を図るなどの見地から、昭和 49年 3月

に北海道並びに江別市・千歳市・恵庭市・北広島市（当時は広島町）からなる石狩東部広域

水道企業団を設立に参画しました。当面の水不足を解消するため、千歳川支流島松川の表流

水を暫定取水することとし、昭和 49 年（人口 18,568 人）第 2 期拡張事業に着手しまし

た。 

この事業により、導水管 7,450m、配水管 14,425m、青葉浄水場の建設等を実施し、従

来の地下水と表流水による二本立ての給水体制となり、この時点における計画給水人口は

40,300 人、1日最大給水量は 13,500㎡と激増しました。 

 

第２期拡張事業の概要 

事業の種別 水道事業 計画給水人口 40,300人 

認可年月日 昭和49年３月30日 １日最大給水量 13,500㎥ 

期 間 昭和 49年４月１日 １日平均給水量 9,450㎥ 

～ 備 考 

昭和52年３月30日 西の里人口 3,000人 

水源の種別 〇河川表流水 １日最大給水量 760㎥ 

〇地下水(深井戸) 河川計画取水量 10,450㎥/日 

 

深井戸の概要 

区 分 西の里水源 富ケ岡１号井戸 富ケ岡２号井戸 富ケ岡３号井戸 

深 度 105ｍ 200ｍ 180ｍ 180ｍ 

井 径 250㎜ 300㎜ 300㎜ 300㎜ 

揚 水 量 Ｓ39～ 当初～   

1,200㎥/日 2,900㎥/日 1,500㎥/日 1,500㎥/日 

Ｓ48～ Ｓ48～   

600㎥/日 2,300㎥/日   

備 考 昭和32年 昭和 45年   

専用水道 第 １ 期   

（水 源） （拡張事業）   

廃 棄 （富ケ岡４号井戸 予備 1,500㎥/日） 

 

石狩東部広域水道給水量 

区 分 江別市 千歳市 恵庭市 北広島市 計 

給水量 20,000 4,000 24,000 24,000 72,000 

（単位：㎥/日） 
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1.2.4 第 3 期拡張事業 

昭和 51年、道営北広島団地造成はほぼ完成し、団地人口は増加の一途をたどると同時に、

周辺人口も増加し始めました。 

さらに、輪厚・大曲地区は国道 36 号沿線に位置し、民間デベロッパーによる開発が相次

ぎ、人口、企業が急激に増加し、各戸で水源として頼っていた地下水が枯渇するようになり、

輪厚・大曲地区への給水が急務となりました。このため、計画給水人口 6万人、一日最大給

水量 24,000㎡とし、水源を漁川ダムとする石狩東部広域水道企業団からの受水体制の整備、

輪厚・大曲地区の給水体制の整備を行い、昭和 52年度から昭和 60年度までの 9か年間に

受水池、配水池、送水管 10,250m、配水管 48,811m を整備し、未給水区域の解消を図る

とともに本格的な広域水道時代へと移行しました。 

 

第３期拡張事業の概要 

事業の種別 水道事業 計画給水人口 60,000人 

認可年月日 昭和52年５月 27日 １日最大給水量 24,000㎥ 

期 間 

 

昭和52年５月 27日 

～ 

昭和61年３月 31日 

１日平均給水量 19,200㎥ 

事業費 12億9,000万円 

水源の種別 〇受 水 備 考 

 

竹山受水池 

配水池容量：900m3 

（昭和53年度建設） 
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1.2.5 第 4 期拡張事業 

平成 2 年度に平成 12 年度を目標年次とする「広島町 2,000 年基本構想」と、計画期間

を平成3年度から平成12年度までとする「広島町第3次長期総合計画」が策定されました。

この構想と計画の中では、将来の人口フレームを9万人とし、これに併せて土地利用計画も

見直しが行われました。 

水道事業においてもこの構想、計画との整合性を図るために従来の計画給水人口 60,000

人、日最大給水量 24,000 ㎡の変更が必要となり、漁川水系のダムに依存する水量だけでは

不足することが予想されたことから、新たな水源確保と施設整備が急務となってきました。 

新たな水源の確保は、国が計画している夕張シューパロダムの中での確保に見通しが立ち

ました。一方、施設計画では将来の市街化区域の拡大等が見込まれ、具体的な施設対応が必

要となったことから、給水区域の拡大と安定供給に向けた施設の拡充強化を図りました。 

 

第４期拡張事業の概要 

事業の種別 水道事業 計画給水人口 64,360人 

認可年月日 平成４年３月 11日 １日最大給水量 24,000㎥ 

期 間 

 

平成４年３月 11日 

～ 

平成14年３月31日 

１日平均給水量 19,000㎥ 

事業費 35億7,000万円 

水源の種別 〇受 水 備 考（確定事業費    14億円） 

 

なお、夕張シューパロダムによる新たな水源の取扱いは、石狩東部広域水道企業団が用水

供給事業として、既存の 4市（江別市、千歳市、恵庭市、北広島市）に由仁町及び長幌上水

道企業団を加えた 6 団体に供給する事業として平成 8 年 2 月 13 日に基本協定を結びスタ

ートしました。 

取水地点については、夕張シューパロダム系の水利と、千歳川上流の水利を振替えるとい

う方法により、千歳市蘭越地区の良質な原水の確保が可能となりました。 

 

 

石狩東部広域水道給水量 

区 分 江別市 千歳市 恵庭市 北広島市 由仁町 長幌 計 

漁川ダム 20,000 4,000 24,000 24,000 － － 72,000 

夕張シュ

ーパロダ

ム 

14,700 32,000 7,000 16,000 4,000 3,000 76,700 

計 34,700 36,000 31,000 40,000 4,000 3,000 148,700 

（単位：㎥/日） 



 資料 1-7 

1.2.6 第 5 期拡張事業 

夕張シューパロダムの建設着手により、新規水源が確保されたため、平成 8年度から目標

年度を平成 27年度とする拡張事業に着手することとなりました。 

この拡張事業は、本市の基本構想の土地利用計画及び人口計画と整合性を保ち、市内全域

（一部山間部及びゴルフ場を除く）を給水区域として普及率 100％を目指すものでした。ま

た、この拡張事業は、石狩東部地域広域的水道整備計画の位置づけの中にあり、厚生労働省

の水道広域化施設整備費補助金（促進地域）の対象事業となるものであり、国庫補助金・一

般会計出資金の導入と良質な資金の受入れが図られるものでした。 

しかしながら、水道事業を取り巻く環境は長引く景気の低迷や給水世帯の核家族化の進行

などにより、当初の計画値と大幅に乖離する結果となりました。このため平成 16年度の事

業再評価による事業見直し（規模縮小）を行い、計画給水人口を当初の 86,940 人から

69,530 人、計画給水量を当初 40,000㎥/日から 26,800㎥/日、計画目標年次を当初の

平成 27 年から平成 42 年へと下方修正を行っています。また、事業見直しの結果、水道広

域化施設整備費補助事業の対象外となり、平成 17 年度から国庫補助金・一般会計出資金が

受けられなくなっています。そのため事業費の大部分を企業債により資金を借り入れること

になりました。 

また、平成 18 年度には、未給水区域のゴルフ場を給水区域に含めた給水区域面積拡大と

計画給水人口について、事業認可の軽微な変更を厚生労働省に届出をしています。 

第５期拡張事業の概要 

事業の種別 水道事業 計画給水人口 86,940人 

H18軽微な変更 

69,530人 

認可年月日 平成 8年3 月 29日 １日最大給水量 40,000㎥ 

H18軽微な変更 

26,800㎥ 

期 間 

 

平成 8年3 月 29日 

～ 

平成 28 年 3 月 31

日 

１日平均給水量 31,500㎥ 

H18軽微な変更 

21,358㎥ 

事業費 75億円 

H18軽微な変更 

53億円 

水源の種別 〇受 水 備 考 

 

平成 19 年度までに竹山配水池、共栄調整槽及び輪厚配水池を築造し、水の安定供給を図

ると共に配水管の布設等を実施し、未給水区域の解消を図ってきたところです。 

平成 20 年度には、夕張シューパロダム系の受水開始のために竹山配水池敷地内に水道管

理センター建設を着工し、平成 21年度から 2カ年で水道管理センター電気計装設備整備事

業を開始し、平成 22年度に完成しています。 

平成 23 年以降には、北広島輪厚工業団地造成に伴い配水管を布設するため、輪厚配水池

の配水ポンプ・自家発電施設の追加設置、西の里配水池耐震補強外工事などを行う予定です。 
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共栄調整槽 

配水池容量：300㎥ 
（平成12～14年度建設） 

 

輪厚配水池 

配水池容量：1,000㎥ 
（平成15～19年度建設） 

 

水道管理センター 
（平成20～22年度建設） 

 

 



 資料 1-9 

表 1.2.1 北広島市水道事業年表（1） 

 

 

年 号 西 暦 記                事 

 明治 17年 1884  〇東部地区中の沢に広島県人 18戸入植開始し、後に、25戸 103人となる。 

   27年 1894  ○月寒村から分離し「広島村」となる。広島村戸長役場開設 

   35年 1902  ○第 1回広島村議会開催 

 大正 10年 1921  ○初めて電灯が灯る。（南の里、中の沢） 

   15年 1926  ○北広島駅開設 

 昭和 ７年 1932  ○広島村役場庁舎新築落成 

 昭和 32年 1957  〇「西の里開拓専用水道」創設  （広島村開拓農業協同組合施工） 

   37年 1962  〇広島村専用水道条例公布（3月 17日） 

   38年 1963  〇広島村簡易水道事業創設認可（6月 14日  38環第 648号） 

   〇広島村簡易水道事業給水条例公布（12月 19日） 

     〔効力は、昭和 38年 12月１日から適用〕 

   39年 1964  〇開村 80周年記念式挙行（5月） 

   43年 1968  〇町制施行（9月１日）  

   44年 1969  〇電話自動ダイヤル化 

   45年 1970  〇広島町水道事業の設置に関する条例公布（3月 26日） 

     〔効力は、事業変更認可の日から施行〕 

   〇道営北広島団地の起工式挙行（6月） 

   〇広島町水道事業変更認可（8月１日）（地方公営企業法適用事業として認可） 

   〇第 1期拡張事業（45.8.20 ～48.3.31 ） 

   【 道営北広島団地開発に伴う拡張事業（地下水による飲料水の確保） 】 

   ○広島町水道事業給水条例に改める。(45.9.30改正、45.8.20適用) 

   【 用途別従量料金採用 】 

   47年 1972  〇広島町西の里簡易水道事業認可（12月１日 衛施第 89号指令） 

   49年 1974  〇第 2期拡張事業（49.3.30 ～52.4 厚生省環第 359号） 

   【 道営北広島団地開発に伴う拡張事業 】 

    石狩東部広域水道企業団から受水を開始するまで、暫定水利権による 

 

 

   受水体制整備のため、青葉浄水場の建設と深井戸の増設  
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表 1.2.2 北広島市水道事業年表（2） 

年 号 西 暦 記                事 

  昭 49年 1974  〇住民基本台帳人口が、11月 30日現在で 20,037人となる。 

   50年 1975  〇島松川取水水利権許可（12月 5日 建設大臣） 

   51年 1976  〇青葉浄水場稼働（2月 13日） 

   52年 1977  〇広島町西の里簡易水道事業廃止（4月 20日 衛施第 69号指令） 

   〇第 3期拡張事業（52.5.27 ～61.3 厚生省環第 372号） 

    石狩東部広域水道企業団からの受水体制整備、並びに地下水枯渇の著しい輪厚・  

    大曲地区の給水体制整備  

   53年 1978  〇住民基本台帳人口が、5月 30日現在で 30,080人となる。 

   55年 1980  〇石狩東部広域水道企業団から一部受水開始（1月 1日） 

     〔東部地区・西部地区・北広島団地〕 

   〇青葉浄水場稼働休止（12月） 

   〇用途別従量料金から口径別基本料金・用途別使用料金に改定(55.1.1～) 

    （基本料金：Φ13/㎜ 400円、使用料金：家庭用 100円/㎥､その他 135円/㎥) 

   56年 1981  〇西の里地区への受水開始により、石狩東部広域水道企業団からの全面受水へ移行(1月) 

   〇料金改定(56.1.1～) 

    （基本料金：Φ13/㎜ 650円、使用料金：家庭用 115円/㎥､その他 155円/㎥) 

   〇８月豪雨、中央橋添架の配水本管損壊（台風 15号、死者１名） 

  〔被害総額 23億 5千万円〕 

   57年 1982  〇料金改定(57.4.1～) 

    （基本料金：Φ13/㎜ 830円、使用料金：家庭用 150円/㎥､その他 230円/㎥) 

   58年 1984  ○ひろしま 100年記念式典挙行 

   60年 1985  〇料金改定(60.4.1～) 

    （基本料金：Φ13/㎜ 950円、使用料金：家庭用 165円/㎥､その他 265円/㎥) 

   〇住民基本台帳人口が、7月 31日現在で 40,087人となる。 

   61年 1986  〇第３期拡張事業が完工（3月 31日）【 総事業費 12億 9千万円 】 

   63年 1988  〇市からの財政支援により累積欠損金解消 

   〇緑陽配水池の超高区圧送開始（12月） 
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表 1.2.3 北広島市水道事業年表（3） 

年号 西暦 記                事 

 平成元年 1989  〇消費税法施行（元 4.1）水道事業は課税対象者になる。 

   3年 1991  〇減額料金改定(3.1.1～)  （基本料金：Φ13/㎜ 750円、使用料金据置） 

   4年 1992  〇第４期拡張事業（Ｈ4.3.11 ～Ｈ14.3厚生省生衛 175号） 

    広島町 2,000年基本構想、第 3次長期総合計画との整合性を図るための 

    拡張事業（既存水源の範囲内） 

   〇7月 7日、“人口 5万人達成” 

   5年 1993  〇減額料金改定(5.4.1～) 

    （基本料金：Φ13/㎜ 720円、使用料金：家庭用 153円/㎥､その他 250円/㎥) 

   6年 1994  〇1月末で、給水人口が 50,044人となる 

   8年 1996  〇第 5期拡張事業（Ｈ8.3.29 ～Ｈ28.3.31 厚生省生衛第 329号） 

   〇市制施行（9月１日）「北広島市」となる。 

   11年 1999  〇竹山配水池稼働(12月) 

   12年 2000  〇検針業務委託を協力会から個人委託へ変更（ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙ導入） 

   〇料金計算システムを委託からリースに変更 

    （ｺﾝﾋﾞﾆ、郵便局での収納取扱い開始） 

   14年 2002  〇共栄調整槽稼働(3月) 

   〇会計システムの変更とともに固定資産管理システムを委託からリースに変更 

   〇水道施設（配水池等）の機械警備実施(7月) 

   16年 2004  〇住民基本台帳人口が、7月 31日現在で 60,077人となる。 

   〇第 5期拡張事業再評価を実施 

     新規水源として夕張シューパロダムに求めた必要水量を 16,000㎥／日から 

     2,800㎥／日に変更、既存水量と合わせ 26,800㎥／日 

   17年 2005  〇北広島市水道事業の設置等に関する条例改正（3月） 

     （給水人口 69,931人、１日最大給水量 26,800㎥） 

 平成 18年 2006  〇第 5期拡張事業認可の軽微な変更を厚生労働省に届出 

    給水人口 69,530人、１日最大給水量 26,800㎥ 

 〇北広島市水道事業の設置等に関する条例改正（7月） (給水面積 9,934ha） 
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表 1.2.4 北広島市水道事業年表（4） 

 

年号 西暦 記                事 

  19年 2007  〇輪厚配水池稼動（7月) 

  20年 2008  ○水道管理センター着工 平成 22年 12月供用開始 

  21年 2009  ○水道管理センター電気計装設備整備事業開始 平成 23年 3月完成 

  22年 2010  ○アセットマネジメントを含んだ水道ビジョン策定委託実施（23年度施行予定） 

   ○市民アンケート実施（９月）1,500世帯無作為抽出 回答 806件（53.7％回収率） 
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1.3 北広島市水道事業の現状 

1.3.1 平成 22 年度実績 

北広島市では、平成 22 年度実績で、給水人口 59,687 人に対して、生活用有収水量が

4,2６７,98８㎥となり、生活用１人１日平均有収水量が１９５．９ℓ/人・日となっています。 

過去 10年間（平成 13～22年度）における給水人口の推移をみると、平成 19年度をピ

ークに減少傾向にあります。総有収水量は、平成 13 年度から上昇傾向にあり、平成 19 年

度をピークに平成 20 年度は減少しましたが、平成 21 年度から増加に転じています。平成

22 年度の増加については、例年より天候に恵まれ夏場の生活用の需要が増加し、さらに大

曲地区における大型店舗による新規需要で業務用の需要が増加し、全体で前年度比 1.8％増

加していますが、全体的には、しだいに減少する傾向にあります。 
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1.3.2 水源 

現在、北広島市は、石狩東部広域水道企業団（漁川ダム）より全量を受水しています。ま

た、さらなる需要の増加に応えるため、石狩東部広域水道企業団では、建設中の夕張シュー

パロダムの事業（6団体に供給する予定）に参画し、本市も供給を受けることになっていま

す。 

なお、夕張シューパロダム系の水利と、千歳川上流を水源とする農業用水を振り替えると

いう方法により、千歳市蘭越地区の良質な原水の確保が可能になりました。 

 

水利権の振替 

当初、新規水源を千歳川の上流からの取水を希望していましたが、千歳川の灌漑期（5

月 1 日～8月 31 日）には余剰水利が全く無い状況にあることから、上流からの取水は不

可能でした。 

このため、南長沼土地改良区が使用（所有者は北海道）している千歳川の水利権を減じ

てもらい、その分を企業団が夕張シューパロダムに確保した水源から千歳市泉郷付近にて

注水することで交渉がまとまり、平成 11 年６月に当時の建設省から水利使用許可され、

千歳市蘭越地区の良質な原水の確保ができるようになりました。 

 

1.3.3 浄水施設 

漁川ダムから石狩東部広域水道企業団の漁川浄水場へ送られてきた原水は、不純物(飲料に

適さない物質等)を除去するため、沈でん、ろ過及び滅菌（塩素・苛性ソーダ・ポリ塩化アル

ミニウム等を注入）などの水処理を行い、浄水となります。漁川浄水場では、取水から分水

までの集中監視と分散制御(コンピューターシステム)が行われています。 

石狩東部広域水道企業団の水質検査センターでは、安全な水を供給するための自主検査並

びに受水団体（江別市、千歳市、恵庭市、北広島市）との共同利用による水質検査を行って

おり、石狩東部地区における中枢的検査機関となっています。 
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1.3.4 送・配水施設 

漁川浄水場で作られた浄水は、送水管によって分水施設（竹山分水、西の里分水）で受水

しています。市内では、竹山系と西の里系の 2系統で配水池（調整槽）に送水した後、配水

管によって各地区に配水しています。 

表 1.3.1 主要な水道施設の概要 

区分 建設年度 容量 構造形式 送・配水ポンプ 

青葉浄水場 S46～S49 - - - 

竹山受水池 S53 900m3 PC - 

竹山配水池 H8～H11 6,800m3 RC 送水用 3台 

配水用 2台 

西の里旧配水池 S54 1,600m3 PC - 

西の里配水池 H5～H7 440m3 RC・ステン 配水用 3台 

輝美配水池 S47 2,280m3 RC - 

緑陽配水池 S48 3,490m3 RC 配水用 3台 

大曲配水池 S54 

H3 

1,500m3 

2,000m3 

PC 

PC 
配水用 2台 

輪厚配水池 H15～

H19 

1,000m3 PC 
- 

共栄調整槽 H12～

H14 

300m3 躯体 RC 

水槽 PC 
- 

ＲＣ造り ：鉄筋コンクリート構造 
ＰＣ造り ：圧縮力を与えた特殊な構造をもつコンクリート構造 
 

 

図 1.3.1 北広島市水道事業の全体系統図 
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図 1.3.2 北広島市給水区域図 

 


